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Urban Design的「場」づくり
-「人間中心」の道路Re-designとは-

2



Tactical Urbanism-NY市
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<住民・来訪者の反応を見ながら徐々に転換するTactical Urbanismを適用>

➢ 代表事例：Times Square

✓ 2009試行開
始、2014本
格着工、
2016末完了

✓ $55百万
✓ 11万ft2の歩

行者ゾーン
(出所：NYC Plaza Program HP及び2017-04-19 Curbed記事-写真Before-NY DOT、After-Michael Grimm撮影)

◆NY市Plaza Program：2008年以降市内７０ヶ所を歩行者エリ
アに転換するプロジェクト、地元住民・機関参加が要件
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◆交通改善＋市民活動増＋「緑化」を狙った大改造
【Superblocks構想の6大目的】
① 持続可能なモビリティ(歩行・自転車促進、都

市内配送改善、騒音・排ガス低減等)

② 公共スペースの再活性化
③ 生物多様性・緑化推進
④ コミュニティ活性化・社会包摂性向上
⑤ 資源・エネルギー利用効率化と自立推進
⑥ 都市プロジェクトへの市民参加及び

ガバナンス向上

〈Superblocksによるモビリティの変化〉

〈Superblocksによる街区のあり方変化〉

(出所：”Urban Mobility Plan of Barcelona 2013-2018” 2014-10 及び”Let’s Fill Streets with Life” 2016-05)

<写真：The New York Times 2016-09-30記事>

<写真：“Let‘s Fill Streets with Life”掲載>

Superblocks-Barcelona市



注目集める”15Minutes City”
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【Paris 15Minutes City基本イメージ】 【日中の街路の再構成 ビフォーアフター】

【住居地域の再構成 ビフォーアフター】 【コミュニティ活動用スペース】

（出所： 2020-01-21 City of Paris and Mayor of Paris ”Le Paris du Quart d’Heure”)



Paris:シャンゼリゼ大通りを「住民中心」に

（出所：PCA-Stream “Paris Champs Elysees – History and Perspectives” Exhibition開催時の報道資料より(2020年2月14日)）

【改装後の大通り商業街のイメージ】

◆ 緑化、人の憩い・活動、人主体のモビリティを重視
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Paris:シャンゼリゼ大通りを「住民中心」に（続き）

（出所：PCA-Stream “Paris Champs Elysees – History and Perspectives” Exhibition開催時の報道資料より(2020年2月14日)）

テーマ・分野 評価指標・目標 テーマ・分野 評価指標・目標 テーマ・分野 評価指標・目標

Sustainability (持続可能性） Desirability（あるべき姿） Inclusive(誰も取り残さない）

生活エコシステムの再構築 阻害要因（Disturbance）の低減 社会的要素

生物多様性：生息環境
改善／表土面積拡大
／低木面積拡大

・生息環境(係数）：+87%
・表土面積：+49%
・低木植栽面積：+197%

大気汚染　汚染物質(微
粒子)低減／ラッシュア
ワー時のCO2低減

・微粒子：ｰ33%
・km当りCO2：-48%

多様性保証：全世代学
習、LGBTQ対応　など

・全世代教育場所：+365%
・公衆洗面施設(新設）：乳幼児
用設備・全ジェンダー対応
・路上運動器具：全世代対応

水管理：水はけ効率・
蒸散効果向上等）

・水はけ改善：+53%
・雨水蒸散・地中吸収：+150%

気温(暑熱対策)　猛暑
日の木陰温度

外気温32℃時：-13%
アクセス性：1階レベル
の活動・サービス拡大、
車いすアクセス向上等

・地上階スペース：+15%
・庭園内車いす通行路：+29%
・路上運動器具の障がい者利
用可能：50%

騒音・音圧レベルの低減
・騒音：日平均（等価騒音
レベル)ｰ8%
・音圧レベル：-300%

交流・出会い　ベンチ、
「寛げる」公共スペース
拡大

・ベンチ設置数：+237%
・公共スペースの「寛ぎ」可能な
場所：+586%(芝生・花壇・パ
ティオ等)

カーボンニュートラル 快適さ向上 経済的要素

エネルギー：建物の温
度管理ネットワーク(冷
暖房管理）構築

参加建物：暖房+555%／冷房
＋６28%

人間工学系：ベンチ／共
用スペース／歩行者専
用スペース

・ベンチ：座席数+240%
・共用スペース：+145%
・歩行者用スペース：+23%

食事：低価格帯の充実

・庭園内・付近の平均食事価格
低減：-77%
・キオスク販売食事価格：12€
・食事販売キオスク数：+333%
・ピクニック可能な場所：+338%

資材：街路部材再利用
／生物由来素材利用

・部材再利用率：25%
・生物由来利用率：キオスク建
材75%

路上安全確保（スペース
配分）

・路肩乗降用：+133%
・歩行者横断用：+143%

レジャー　フリーWi-Fi、
フリースポーツ、フリー
教育など

・Wi-Fi利用可能場所：+533%
・貸出運動器具(庭園)：無料
71%
・学習施設(庭園)：無料15%
・文化活動(庭園）：無料15%

モビリティ：夕方ピーク
時交通量・CO2削減／
道路スペース利用転換
／駐車スペース削減

・ピーク時：CO2-48%/交通量
-24%('24年）
・道路スペース：
自家用車ｰ52%/シェア+12%/
自転車等+67%
・駐車スペース：ｰ60%

サービス：文化・スポーツ
活動、屋外飲食、飲み
水、公共トイレ　駐車場
所転換

・文化：ミュージアム(凱旋
門地下に建設）+22%
・屋内外運動設備：+60%
・屋外食事場所：+280%
・飲水場所：+710%
・公共トイレ：+300%
・駐車場スペース削減：物
流転用効果ｰ40%/データ
センター転用効果-20%

雇用　キオスク等での
新たな雇用創出など

・キオスクでの新規雇用：26ヶ所
152名
・キオスク雇用における職業訓
練(再教育）促進：雇用数の
10%

CO2低減（CCSｰ二酸
化炭素回収・貯留）

・樹木：+26%
・樹木貯留(除庭園分）：+26%
・有機土壌貯留：+1133%

◆ 環境、エコシステム、快適さ、社会・経済価値ＫＰＩも具体的に
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道路は住民のもの、か？
-“One Minute City”が提起する新たな問いかけ-
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Sweden：｢One Minute City」‐本当の「人間中心」とは？

（出所：2021-01-12 Fast Company記事”How to transform your street into 1-Minute City” :Courtesy Viennova/ArkDes）

<｢One Minute City」経緯>
・2019 Vinnova＆ArkDes
協同で構想提案
・2020 Sweden政府が
｢Street Moves｣プロジェクト
として採択
・2020-09 Stockholm市
内4か所で「One Minute 
City｣実装開始
・2021 Gothenbuｒｇ/Ｈｅｌ
ｓｉｎｇｂｏｒｇ等4都市実装

【｢One Minute City」実装支援キット例 –木材】

◆「道路利用の主権者は目の前に住む住民」という思想
【思想を形成するキーワード】
・都市を取り巻く環境・条件変化：「加速」(拡大)⇒「減速」の時代
・道路の役割：自動車交通最優先⇒「生物・社会多様性」現出の場
・「多様性」の許容・実現：道路の「目の前に住む住民」意向最優先

「One Minute City」実装の基本コンセプト
-環境・住民意向等の変化に合わせ対応・進化可能
-住民・利用者が維持・管理可能な装備・設備
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(出所：2020年9月24日付 Vinnova Director Dan Hill氏ブログ“Slowdown Landscape: One-Minute City – 15-Minute City)

Stockholm：「One Minute City」事例(2020年9月)

◆路側帯のみでなく車道全体を「転換」する事例も

【特記】
・意思決定には生徒・児童も参加-「遊び場」化も(下段左・中写真）
・人通りは4倍に増加、住民はほぼ全員が満足、という初期結果
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政策通じた道路再構成・例
-アナログでもできること-
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｢Low Speed Zone｣運動の背景と狙い

（出所：“Low-Speed Zone Guide”(World Resources Institute ＆Global Road Safety Facility 2021-05)より）

① 交通事故の死亡・重症者数低減
② 活動活発化・楽しみの向上-ゾーン内の安心・居心地よさの向上による
③ QoL(生活の質)向上-交通量・騒音低減による
④ 経済拡大-賑わい創出による食事・レジャー・買物等の消費効果
⑤ 「公衆衛生（Public Health）」向上-大気汚染減少、活動活発化による

<最弱者は歩行者> <30km/h以下なら死亡リスク激減>

◆交通事故死者数・重傷者数低減へのフォーカスシフトが契機

【｢Low Speed Zone｣の便益・実現目標】
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｢Low Speed Zone｣の設定と適正速度

（出所：“Low-Speed Zone Guide”(World Resources Institute ＆Global Road Safety Facility 2021-05)より）

・基本計画：対象地区／実現目標／規模・深度の明確化／資金計画・調達目途
・具体的計画：行政・教育・住民等関係者の巻き込み・合意形成／管理・評価主体

(注)関係者例-非常時・救急対応、学校、障がい者、植栽、装飾、商業･･･

<適正な速度制限の導入>
-対象ゾーン内のインフラ構造、
交通流、病院・学校等施設など
の状況に応じ設定

【計画具体化の要件】
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Brussels市：「人間中心」シフト

https://www.brussels.be/sites/default/files/bxl/carte_Zone20.pdf

<プロジェクト概要>
・名称：「Brussels Residential Area」
・期間：2020年5月11日から継続中
・対象地域：市中心部(通称ペンタゴン-右図)

・施策
① 歩行者は車道も自由に通行可能

-1.5m間隔確保に最大限配慮
② 一部区域(右図ピンク部分)は歩行者

専用ゾーン
③ 自転車は歩行者と同等の扱い
④ 自動車は通行可能だが以下厳守

-速度制限：20km/h
-歩行者・自転車完全優先

(出所：2020年5月6日 ブラッセル市HP掲載
Coronavirus Measures 図も含む)

https://www.brussels.be/residential-area

◆ヒト中心「歩車共存」長期実験
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（注）施策内容は2021/10/01時点にアップデイト



Brussels市：更なる取組み-全域Zone 30化と中心
部歩行者専用化

（出所： いずれもブラッセル市HPより Zone 30-BXL30 Cartes horizontales v7 - Updates 5.indd (brussels.be)
歩行者専用ゾーン写真-City of Brussels

◆「Low Speed Zone」・「人間中
心」の“Place”づくりを推進

① 市内ほぼ全域を「Zone 30」化(21年1月）

② 市中心目抜き通りの大規模改造
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https://www.brussels.be/sites/default/files/bxl/bruxelles30_rbc-bhg-update_12-11.pdf
https://www.brussels.be/


技術が必須：「全員」参加の仕組
-デジタルにより道路と“社会”を可視化する-
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行政と地域（住民）を繋ぐ

Via Technologies社Remix
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Remixとは何か：広範なデータとコミュニケーション

(出所：Remix HP(Remix | The Collaborative Platform for Transportation Decision-Makers)より)

<可視化：公共交通機関と自転車シェア利用状況を表示>

◆独自のマッピングプラットフォーム技術であるRemix
➢ 米加州スタートアップのRemixだが、2021年3月にVia社が買収
➢ Via社のモビリティサービス・ソフトウェアプラットフォームと統合

され、インフラ～個別サービスまでをデータ化可能に

【Remixの特徴】
・対象地域の道路等インフラに加え、社
会・環境条件もデータ化(3000種）
・データプラットフォーム形成ステップは
「可視化」・「解析」・「信用構築」
・住民や関係者が“投稿”できる仕掛け
と仕組みを提供

（特記）
・Remixがカバーする情報は「クルマの非保
有者」や「喘息持ちの子供の人数・割合」・
「住民の困りごと」など多岐にわたる
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https://www.remix.com/


Remixができること：多様なデータを“遊び”感覚で検討

(出所：Remix HP(Get ideas off the ground quickly | Remix)より)

◆3千種のデータを「可視化」することで、多様なデータを選択・組
み合わせ、政策検討の“あたり”をつける「探索」機能

➢ 平均実効速度とピーク時乗降数を組合せ優先レーン検討（図左）
➢ エッセンシャルワーカーの密集度データ基に自転車シェアラックの新

規設置検討（図中）
➢ 自転車レーン暫定設置提案と住民フィードバック（右図）
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https://www.remix.com/solutions/explore


Remixができること： 手軽にディープに「解析」

(出所：Remix HP(Street Map Making Software | Remix)より)

◆デザイン提案・メリデメ検討・FS検討などを多様かつ自由に、
素早く実施可能

【Remix「解析」機能：道路改編】

① 交差点安全向上リデザイン（左上）
• 自転車レーン安全強化／角の歩道

拡張／横断歩道強調など
• デザインイメージ所要時間は5分

② 道路スペース再配分シミュレーション
（右上）
• 関係者間でリアルタイム共有しなが

ら配置検討（交通量データと合わせ
たシミュレーション可）

③ 公共交通専用レーン検討(左下）
• バスレーンの広さ・配置等を変え運

行速度・信頼性検討
④ 道路改編のための基礎データ（右下）

• ODD／事故統計／自転車レーン網
／公共交通計画等（図は事故データ）
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https://www.remix.com/solutions/streets


Remixができること： 「信用」ベースの“対話”で意思決定迅速化

(出所：Remix HP(Shared Mobility Software | Remix)より)

◆共通データ基盤・共通言語に基づき利害関係者・住民巻き込
む「信用構築」機能

【Remix「信用構築」機能ーモビリティシェアと道路再配置】

① マルチモーダル網構築検討（左上）
• 自家用車代替促進のため、交通量

／自転車網等から自転車レーンと
シェア自転車サービス再構築

② 路側乗降分析（右上）
• 日々・時間帯別乗降利用度を“ホット

スポット”毎に解析し路側活用検討
③ 道路再配置検討ツール(左下）

• デザイン案に対し意見・提案をリアル
タイム集約・可視化

④ シェアサービス実績解析（右下）
• 地区ごとの利用状況から公正さや代

替促進成果などを可視化、素早い改
善施策に繋げる
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https://www.remix.com/solutions/streets-shared-mobility


Via社Remixを用いた実践例

-NYC ”25X25“運動

w/ Transportation Alternatives-
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NY市で立ち上がった「２５X２５」運動とは？

(出所：いずれも2021-12-08 City Lab “Anatomy of Bad Road”より)

◆NY市のAdvocacy団体、Transportation AlternativesがVia社と
組み、2021年12月に立上げた道路改編プロジェクト

➢ 2025年までにNY市道路の25%を非自動車用に転用、を謳う
➢ 道路の安全・安心、利用効率、環境、社会経済面の便益強調（下図）

• 下図以外に、「セントラルパーク13個分の緑化」や自動車交通減による
CO2削減効果、など
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Remix活用した「２５X２５」運動改善提案事例

(出所：いずれも2021-12-08 City Lab “Anatomy of Bad Road”より)

【4thStreet交差点】 【Vanderbilt交差点】

◆ブルックリン地区Atlantic AvenueのBefore/After
➢ 安全性向上／歩行者空間拡張／緑化／自転車専用レーンなど実現可

能性の高い提案
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「25X25」運動の改善提案：課題改善型の事例 1

(出所：Transportation Alternatives “２５X25”HP 左－Jerome Avenue, Bronx、右－Midland Fields, Staten Islandより)

【通学の安全向上（左：スクールバス専用路確保、右：学校前の横断歩道設置）】

(出所：Transportation Alternatives “２５X25”HP 左-125thStree、Manhattan、右－Jerome Avenue, Bronxより)

【喘息児童・患者の多い地区での用途転換案（右は「生物低湿地」も設営） 】

◆Remix特性(広範なデータ可視化・クイックデザイン・対話型）活かした提案
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「25X25」運動の改善提案：課題改善型の事例 2

(出所：Transportation Alternatives “２５X25”HP Jerome Avenue, Bronxより)

【路側駐車スペースを用途転換―分別ゴミコンテナ・自転車保管庫設置】

◆路上ゴミ散乱地区のような特殊な課題に特化した提案も
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「25X25」運動の改善提案：非自動車用途への転用事例 1

(出所：Transportation Alternatives “２５X25”HP 左-Northern Boulevard, Queens、右－Midland Fields, Staten Islandより)

【歩行者専用空間の創出(左)、より歩きやすい工夫（右）】

◆歩行者・自転車・公共交通（バス）重視の“王道”提案

【バス専用レーン(＋配送トラック)確保(左)とバス・自転車専用レーン化(右) 】

(出所：Transportation Alternatives “２５X25”HP 左－Jerome Avenue, Bronx、右-Northern Boulevard, Queensより) 27



道路の「標準化」？
-データマネジメントがもたらす可能性-
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Open Mobility Foundation参加メンバー
PUBLIC MEMBERS：40都市・機関 （うち米国以外6都市）

BAY AREA 
METROPOLITAN 
TRANSPORTATION 
COMMISSION

BERGEN 
NORWAY

BOGOTÁ 
COLOMBIA

BOSTON, 
MA

CAMBRIDGE, 
MA

CHICAGO, 
IL

COLUMBUS, 
OH

CONTRA COSTA 
TRANSPORTATIO
N AUTHORITY

DENVER, CO 
(DOTI)

DENVER REGIONAL 
COUNCIL OF 
GOVERNMENTS

DETROIT, 
MI

DUBLIN 
IRELAND

KELOWNA, BC 
– CANADA

LONG BEACH, 
CA

LOS ANGELES, 
CA

LOUISVILLE, 
KY

MIAMI, FL MIAMI-DADE 
COUNTY, FL

MIAMI 
PARKING 
AUTHORITY

MINNEAPOLIS, 
MN

NEW YORK, 
NY (TLC)

NEW YORK CITY, 
NY

CITY OF OMAHA 
PARKING & 
MOBILITY

OPEN MOBILITY 
DATA IN THE 
NORDICS

OSLO 
NORWAY

PHILADELPHIA, 
PA

PITTSBURGH, 
PA

PORTLAND, 
OR

PORTLAND, OR 
(METRO)

PROVIDENCE, 
RI

SAN DIEGO 
ASSOCIATION OF 
GOVERNMENTS

SAN 
FRANCISCO, 
CA

SAN JOSE, 
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29(出所：Open Mobility Foundation （OMF）HPより 筆者構成)

http://www.yahoo.com/


Open Mobility Foundation参加メンバー
NON – PUBLIC MEMBERS

特別会員

一般会員

協賛会員

アドバイザー

30(出所：Open Mobility Foundation （OMF）HPより 筆者構成)

https://www.bluesystems.ai/
https://lacuna.ai/
https://www.populus.ai/
https://www.ridereport.com/
https://www.spin.app/
https://www.automotus.co/
https://www.bird.co/
https://www.kiwibot.com/
https://www.passportinc.com/
https://www.vianova.io/
https://waymo.com/
https://knightfoundation.org/
https://www.rockefellerfoundation.org/
https://www.itf-oecd.org/
https://itsa.org/
https://metrolabnetwork.org/
https://mobilitydata.org/
http://newcities.org/
https://www.polisnetwork.eu/
http://t4america.org/
https://www.uitp.org/


“Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ｄａｔａ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ （ＭＤＳ）”の構
成機能とデータ概要ーOpen Mobility Foundation

(出所：Ｇｉｔｈｕｂ ＯＭＦ ＭＤＳ 公開ページより 公開年月は同ページより筆者付記)

◆MDS(Mobility Data Specification)：６つの構成要素

➢ データ提供事業者・活用者行政―Provider
➢ データ提供行政・活用者事業者―Agency／Policy／Jurisdiction

／Geography
➢ データ提供事業者・活用者行政・事業者―Metrics
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“Ｃｕｒｂｓ Ｄａｔａ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ （ＣＤＳ）”の概念図
–Open Mobility Foundation

(出所：ＯＭＦ CＤＳ 公開ページより API名は筆者付記)

◆CDS(Curbs Data Specification)：路肩情報・イベント情報・評価
情報の3種類で構成
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“Ｃｕｒｂｓ Ｄａｔａ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ （ＣＤＳ）”の
構造・ＡＰＩ関係図ーOpen Mobility Foundation

(出所：Ｇｉｔｈｕｂ ＯＭＦ CＤＳ 公開ページより)

◆路肩利用状況／検索予約／支払い／実績データの一括管理
◆MDS機能の利用可能：Agency/Policy/Jurisdiction/Geography
◆既存プレイヤーとの整合性認定：例．Coord社・Automotus社
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